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語
の
境
界
や
句
構
造
の
明
示
効
果
を
配
慮
し
て
の
表
記
と
み
る
の
が
穏
当
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
中
で
は
あ
る
が
、
憶
良
に

は
当
該
と
同
様
、
訓
字
に
後
続
し
て
二
合
仮
名
を
配
置
す
る
こ
と
で
助
辞
を

も
表
記
し
た
例
が
あ
る
。

年
薄
経
滋
「
年
は
経
ぬ
ら
む
」

(巻
九

・
一
七

二
ハ
)

憶
良
は
、
仮
名
主
体
表
記
に
お
い
て
、
自
立
語
を
訓
字
で
記
し
て
仮
名
と

交
用
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
訓
字
の
前
後
に
二
字
以
上
の
ニ
子

一
音

仮
名
を
配
置
し
て
挟
む
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
可
久
夜

歎
加
牟
」
の
よ
う
な
訓
字
を
埋
没
さ
せ
る
よ
う
な
表
記
が
と
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
既
に
み
た
よ
う
に
、

二
語
聞
に
跨
る
位
置
に
二
合

仮
名
が
使
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
前
接
字
を
み
る
と
ほ
と
ん
'ど
が
訓
の
文
字
で

あ
る
点
と
い
う
、
三
節
で
み
た
こ
と
が
、
や
は
り
こ
こ
で
の
「
歎
」
+

「
敢
」
に
も
当
て
は
ま
る
。

憶
良
は
、
活
用
語
尾
と
助
辞
表
記
を
表
記
し
得
て
、
な
お
か
つ

一
字
一
音

の
ご
と
く
な
ら
ず
、
訓
の
文
字
で
あ
る
「
歎
」
字
に
そ
ぐ
う
も
の
と
し
て
二

合
仮
名
「
敢
」
を
選
び
取
っ
た
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
粗
末
な
衣
す
ら
着
せ

る
こ
と
も
で
き
ず
こ
の
よ
う
に
歎
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
・
意
で
あ

る
か
ら
、
難
儀
を
す
る
と
い
う
歌
意
に
み
あ
う
も
の
と
し
て
も
「
敢
」
字
は

ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
敢
」
字
が
こ
う
い
っ
た
意
に
使
用
さ

れ
る
の
は
、
「
敢
而
浅
動
」

/
あ
へ
て
漕
ぐ
な
り
「
難
儀
を
し
て
漕
ぐ
だ
ろ

商
業
集
に
お
け
る
非
固
有
名
詞
表
記
二
合
仮
名
の
機
能
に
つ
い
て

う」

((
巻
九

一
六
七

二
|
伊
藤
博

『商
業
集
釈
注
』
)
な
ど
「
あ
へ
て
」
の
正

訓
用
法
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
当
該
字
の
字
義
理
解
と
し
て
穏

当
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
こ
の
憶
良
の
例
は
、
ま
さ

し
く
臨
時
的
な
表
記
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

二
合
仮
名
は

一
首
中
に
お
け
る
文
字
列
上
の
位
置
を
問
う
こ
と
は
な
く
、

ま
た
前
後
の
承
接
字
を
制
限
し
た
り
す
る
わ
け
で
も
な
く
基
本
的
に
は
自
由

に
使
い
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
仮
名
は
様
々
に
臨
時
的
に

用
い
ら
れ
得
た
(前
稿

-
尾
山
柏
町
[
二
O
O
六
・
a]
参
照
)。

用
例
分
布
に
み
る
実
際
の
使
用
傾
向
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
句
末
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
訓
仮
名
の
ご
と
く
、
句
構
造
の
明
示
に
有
効
な
指

標
と
し
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
ま
た
、
表
記
す
る
語
と
い
う
観
点
か
ら

い
っ
て
も
、

一一
詣
で
表
記
で
き
る
二
音
節
認
に
多
く
、
や
は
り
認
と
認
の
境

界
を
明
示
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
二
合
仮
名
と
表
記
さ

れ
る
語
の
対
応
に
お
い
て
は
、
多
く
は

一
語
に
収
ま
っ
て
い
る
が
、
中
に
は

二
諮
問
に
跨
る
位
置
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
訓
の
文
字

に
続
く
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
こ
の
訓
の
文
字
に

後
援
す
る
と
い
う
位
置
は
、
も
ち
ろ
ん

一
字

一
音
の
音
仮
名
で
も
あ
り
得
る

二
合
仮
名
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
訓
字
主
体
表

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

占

ノ、



前
向
葉
集
に
お
け
る
非
固
有
名
詞
表
記
二
合
仮
名
の
機
能
に
つ
い
て

記
歌
巻
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
で
特
殊
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

仮
名
主
体
表
記
歌
巻
で
あ
る
巻
五
に
お
け
る
憶
良
の
「
敢
」
字
が
、
結
局
は

訓
字
「
歎
」
の
直
後
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
南
」
字
の
反
復
使

用
も
、
同
歌
巻
中
に
お
い
て
は
数
と
し
て
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

示
し
て
い
る
。

二
合
仮
名
の
大
概
は
、
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
の
中
で
使
用
さ
れ
、
仮
名
主

体
表
記
歌
巻
に
は
ほ
と
ん
ど
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
消
え
て
い
く
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
た
と
え
ば
表
意
性
を
も
目
論
ん
だ
、
一
回
だ
け
の
臨
時
的

な
使
用
と
い

っ
た
あ
り
方
も
さ
る
こ
と
・
な
が
ら
、
訓
の
文
字
に
交
じ
っ
て
句

構
造
な
い
し
語
と
認
の
境
界
を
明
示
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

二
子
一
立
国
表
記

と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
訓

字
主
体
表
記
歌
巻
に
お
い
て
は
相
当
に
反
復
使
用
さ
れ
て
い
た
付
属
語
表
記

(
「
南
」
)
で
さ
え
も
、

一
字
一
音
表
記
に
お
い
て
は
わ
ず
か
凹
例
、
し
か
も
局

所
的
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ

る
。
つ
ま
り

二
合
仮
名
を
用
い
て
も

一
字
一
音
の
文
字
列
中
に
埋
没
す

る
た
め
に
、
句
構
造
あ
る
い
は
認
と
諾
の
境
界
の
明
示
と
い
っ
た
機
能
を
ほ

と
ん
ど
来
た
し
得
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
主
用
さ
れ
る
訓
字
主
体
表
記
歌
巻

内
に
お
い

て
は、

訓
仮
名
と
同
様
の
機
能
を
持
っ
て
同
居
し
、
そ
し
て
殊
に

は
訓
仮
名
の
使
用
し
難
い
場
を
補
う
存
在
と
し
て
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ム
ノ、

二
合
仮
名
の
機
能
と
そ
の
意
義
は
、
訓
字
、玉
体
表
記
歌
巻
と
い
う
場
に
お

い
て
、
臨
時
的
と
い
う
性
質
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

句
構
造
あ
る
い
は
語

と
語
の
境
界
を
文
字
列
上
に
お
い
て
視
覚
的
に
明
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
在
り
ょ
う
の
中
で
付
属
語
表
記
も
生
み
だ
さ
れ
、
反

復
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

注(l
)

本
稿
は
、
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
す
る
校
訂
本
文

『補
訂
版
寓
葉
集
本

文
編
』
(
塙
謹
一
房
二
O
O
四
(
第
六
刷
)
)
に
基
づ
い
て
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
成

し
、
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
用
例
の
扱
い
に
つ
い
て
の
特
記

事
項
を
列
挙
す
る
。

前
稿
、
尾
山
慎

[
二
O
O六
・
と
で
は
存
疑
と
い
う
こ
と
で
巻
十
六

三
八
四
六
「
僧
半
甘
」
を
除
外
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
み
る
ご
と
く
、
二
諸

問
に
跨
る
位
置
に
使
わ
れ
る
場
合
は
二
合
仮
名
が
訓
接
続
に
ほ
と
ん
と
限
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
半
」
は
二
合
仮
名
で
は
な
く
、
ま
た
「
同
」
は

「
カ
ム
」
を
表
記
し
た
二
合
仮
名
と
み
る
の
が
穏
当
と
し
て
、
用
例
に
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
考
察
に
あ
た
っ
て
次
の
字
母
は
考
察
対
象
外
と
し
た
0

・
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
(
漢
詩
)
「
八
尺
の
嘆
き
(八
尺

の
嘆
き
)
」
(
こ
こ
で
の
「
尺
」
は
長
さ
の
単
位
を
示
す
字
音
語
。
巻
十
三

三
二
七
六
、
巻
十
三

・
三
三
四
四
)
、
「
五
六
一
ニ
(
五
六
三
)
」
(
巻
十
六

三

八
二
七
)
、
「
塔
か
莫
依
(
塔
に
な
依
り
そ
)
」
(
巻
十
六

・
三
八
二
八
)、
「鎚



六
(双
六
)
」
(巻
十
六

・
三
八
三
八
)、
「
相
越
也

(だ
に
を
ち
ゃ
)
」
(巻
十

六

・
三
八
四
七
)
、
「
淡
羅
門
之
(ば
ら
も
に
の
)
」
(巻
十
六
・

三
八
五
六
)

E
n
立日が

r
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
(
地
名
で
三
種
)
。

入
信
井

(巻
七

・
一
一
二
三
、
駿
河
(
巻
三

・
二
八
四
、
巻
三

・
三
一

七
、
巻
三

一三

九

二
例
、
巻
十

一
・
二
六
九
五
、
巻
十
四
・

三
三
五
九
)、
平
群
(巻

十
六

三
人
間
三
、
巻
十
六

・
三
八
八
五
)
の
の
べ
九
例
。

r
化
で
有
名
な

北
陸
の
地
名
、

「敦
賀
」
は
、
た
と
え
ば
「
つ
ぬ
が
」
と
い
う

n
形
の
例
が

日
本
音
紀
に
認
め
ら
れ
る
た
め

n
音

r
化
の
例
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、

r
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
駿
河
¥
「
八
信
井
L

、
「
平

群
」
に
つ
い
て
は

n
形
、
つ
ま
り
「
す
ぬ
が
」
だ
と
か
「
は
し
に
い
」
だ
と

か
「
へ
ぐ
に
」
と
い
う
形
が
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
音
韻
変
化
と
し
て

n
と

r

と
の
交
替
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
し
、
な
に
よ
り

n
韻
尾
字
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

r
化
以
前
の

n
形
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

や
は
り
そ
の
原
音
形
が
確
認
さ
れ
な
い
以
上
、
通
常
の

n
韻
尾
字
の
開
音
節

形
と
同
等
に
扱
う
こ
と
は
控
え
る
べ
き
と
考
え
て
、
除
外
し
た
0

・
「
武
蔵
」

(巻

一
四
・

一一一一
一一六
二
(
或
本
)
、
三
三
七
四
、

三
三
七
五
、

一一一一一一

七
六
(
或
本
)
、
三
三

七
七
三

「
蔵
」
字
は
昭
韻
尾
字
で
、
推
定
音
は

¥
仏
N

山口
問
¥
で
あ
る
。
音
節
と
の
対
応
を
み
れ
ば
こ
れ
は
「
む
さ
し
」
の
「
さ

し
」
に
あ
た

っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
時
韻
尾
が
「
し
」
に
転
化
す
る

と
は
考
え
に
く
い
。
本
居
室
長
は
、

『地
名
字
音
転
用
例
』
に
お
い
て
、
「
字

ヲ
省
ケ
ル
例
」
に
分
類
し
て
「
蔵
ノ
字
ハ
ザ
ニ
用
ヒ
タ
ル
ナ
ル
ベ
ケ
レ
パ
、

市内
葉
集
に
お
け
る
非
固
有
名
詞
表
記
二
合
仮
名
の
機
能
に
つ
い
て

シ
ニ
首
タ
ル
字
ヲ
省
ケ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
て
い
る
。
い
ま
、
論
者
も
こ
れ

に
従
う
。

-
類
例
か
ら
二
合
仮
名
と
は
み
な
し
難
い
も
の
。

n
韻
尾
字
「
霊
」
に
つ
い

て
。
こ
の
字
が
使
わ
れ
る
巻
三

・
三
二

O
「不
議
嶺
伝
」

(ふ
じ
の
ね
に
)
は、

助
鮮
表
記
が
な
い
。
「
不
識
」

(富
士
)
は、

三一

七
1
一一一一一

O
に
だ
け
使
わ

れ
て
お
り
、
巻
三

三

一
九

「
不
登
河
跡
」
{
富
士
川
と
)
以
外
は
す
べ
て
助

辞
「
能
」
を
伴

っ
て
「
不
様
能
(富
士
の
)」
を
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、

三
二

O
の
み
が
、

二
合
仮
名
で
「
ふ
じ
の
」
ま
で
を
表
記
し
よ
う
と

し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
「
の
」
は
読
み
添
え
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
巻
三

・
三
二

O
の
「
議
」
は
二
合
仮
名
と
は
み
な
さ
ず
、
朋
例
か
ら
は

除
外
す
る
。

-
読
み
添
え
。
「
百
積
(も
も
さ
か
の
)
」
(巻
十

一

二

四
O
七
)
。
二
合
仮

名
は
「
サ
カ
」
で
あ
り
、
「
の
」
が
読
み
添
え
と
な
っ
て
い
る
。
読
み
添
え

を
含
む
も
の
を
混
在
さ
せ
た
ま
ま
ま
で
あ
る
と
均
質
性
を
欠
く
の
で
除
外
と

し
た
。

-
「築
」
「
築
羽
線
失
」

(巻
三

・
三
八
三
)
「
一
言
気
築
之
」

(巻

二一

-
一一一一

一五
)。

当
該
字
は
、
「
筑
」
字
と
通
じ
る
音
を
も
つ
が
、
訓
と
し
て
も
「
つ

く
」
が
あ
る
た
め
存
疑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
築
立
(
っ
き
た
つ
る
)
柱
者
、

此
家
長
御
心
之
鎮
也
」
(『
日
本
お
紀
』
巻

一
五
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
)
な

と
。
従
っ
て
集
中
の
例
も
明
確
に
字
音
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
け
が
た
い
た

め
、
考
察
対
象
か
ら
外
し
た
。

ム
ノ、



首
内
葉
集
に
お
け
る
非
固
有
名
詞
表
記
二
合
仮
名
の
機
能
に
つ
い
て

-
大
野
保
[
一
九
六
六
]
お
よ
び
柳
沢
朗
ご
九
九
三
]
の
指
摘
に
従
っ
て

「
干
各
」
(
巻
七

・
二
一
九
八
)
を
、
坂
本
信
幸

[二

O
O
六
]
の
指
摘
に
従

っ
て
「
烏
徳
自
物
」
(
巻
一
一
一
一
一

O
)
を
用
例
か
ら
除
外
し
た
。

(2
)
地
名
を
代
表
と
す
る
固
有
名
詞
に
お
い
て
の
こ
合
仮
名
は
、

一
般
語
に
使

わ
れ
る
二
合
仮
名
と
は
区
別
す
べ
き
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
固

有
名
詞
は
そ
れ
を

一つ

の
固
ま
り
と
し
て
把
援
、
運
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

と
い
う
特
徴
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、

筑
波
嶺
乃
須
綜
廻
乃
回
井
伝
秋
田
苅
妹
許
将
遺
黄
葉
手
折
奈

(筑
波
嶺
の
裾
廻
の
回
居
に
秋
田
刈
る
妹
が
り
巡
ら
む

黄
葉

手
折
ら
な
)(
巻
九

・
一
七
五
人
)

筑
波
称
伝
由
伎
可
母
布
良
留
伊
奈
乎
可
母
加
奈
凹
主
口
児
目
我

年
努
保
佐
流
可
母

(筑
波
嶺
に
雪
か
も
降
ら
る
い
な
を
か
も
か
な
し
き
児
ろ
が

布
乾
さ
る
か
も
)
(巻
十
四

・
三
三
五

二

の
よ
う
に
、
訓
字
主
体
、
仮
名
主
体
表
記
い
ず
れ
に
お
い
て
も
表
記
が
変
更

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
人
名
「
憶
良
」

(巻
三

-
一一
一一一一
七
)も

考
察
対
象
外
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
考
察
を
通
じ
て
、
首
問
葉
集
に
お
い
て
二

合
仮
名
の
傾
向
を
い
う
と
き
、
特
記
が
な
い
限
り
、
固
有
名
詞
は
は
除
い
た

上
で
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
指
摘
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
地
名
に
使
用

さ
れ
る
こ
合
仮
名
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

訓
字
主
体
表
記
歌
巻
中
に
お
い
て
、
「
ら
む
」
、
「
け
む
」
が

一
字
一
音
仮

3 

六
回

名
(「
良
武
」
「
家
武
」
な
ど
)
で
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
句
中
で
し
か
も

①
の
よ
う
に
正
訓
字
で
こ
れ
を
挟
む
よ
う
な
例
は
「
け
む
」
で
は
「
役
祁
牟

君
者
」
「
有
家
武
人
之
」
の

二
例
の
み
。
「
ら
む
」
で
は
「
越
良
武
公
者
」

「
待
良
武
妹
乎
」
「
立
良
武
浪
者
」
「
懲
良
武
烏
者
」
の
み
で
あ
る
。
句
中
で

使
わ
れ
る
場
合
は
「
{
永
念
良
武
可
」
「
妹
見
都
良
武
香
」

「
神
家
武
毛
」

「散

家
武
可
間
」
の
よ
う
に
、
後
続
も
音
仮
名
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

(4
)

た
と
え
ば

「
波
り
な
む
(南
)」

は
「
な
+
む
」
と
分
析
さ
れ
る
の
で
、

二

語
を
二
合
仮
名
一
字
で
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
(
イ
)
の
分
類
に
該
当
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
分
節
感
覚
が
現
代
と
同
一
だ
と
み
な
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
現
代
の
我
々
は
諸
の
構
造
を
微
細
に
分
析
で
き
る

わ
け
だ
か
ら
、
い
っ
た
ん
こ
れ
で
仮
説
的
に
分
類
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
往
時

の
分
節
感
覚
や
そ
れ
に
対
す
る
表
記
に
つ
い
て
も
有
意
な
知
見
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
論
で
み
た
、
詩
椛
成
の
別
を
超
え
て
同
様
に

使
わ
れ
て
い
る
「
南
(な
む
)
」
の
表
記
の
反
復
使
用
、
あ
る
い
は
ク
語
法
に

お
け
る
在
り
ょ
う
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(5
)
元
永
本
で
は
「
覧
」
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

「も
み
ぢ
せ
ぬ
と
き
は
の
山

は
吹
く
風
の
を
と
に
や
秋
を
き
き
わ
た
る
党
」

(今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
古

今
和
歌
集
/
巻
五

二
五

一

秋
歌
下
紀
淑
望
)
が
あ
る
ほ
か
、
散
文
で

も
「
い
か
な
れ
は
い
と
か
う
お
ほ
す
箆
」

(大
島
本

『源
氏
物
語
』
「
タ

霧
」
)
、
「
大
将
も
い
か
に
思
は
む
と
す
見
」

(問
、
「
浮
舟
」
)
な
ど
使
用
を
一認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。



6 

二
合
仮
名
の
表
意
性
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
尾
山

a
]
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

慎

[
二
O
O
六

引
用
文
献

井
手
至
[
一

九
九
九
]
「仮
名
表
記
さ
れ
る
語
来
」

(『遊
文
銀

和
泉
筈
院
)

大

野

保

[一

九
六
六
]
「「子
各
」
存
疑
」

(『美
夫
君
志
』
十
号
)

尾

山

懐

[ニ

O
O
六

-
a
]
「寓
葉
集
に
お
け
る
こ
合
仮
名
に
つ
い
て
」

(『高

業
詩
文
研
究
』
第
二
集
)

川
端
善
明

[一

九
七
五
]「
商
業
仮
名
の
成
立
と
展
相
」

(『古
代
日
本
文
化
の
探

求

文

字

』
世
界
思
想
社
)

坂
本
信
幸

[ニ
O
O
六
]
「
柿
本
人
麻
呂
の
表
現
を
め
ぐ

っ
て」

(『商
業
』

一
九

五
回
す
)

橋
本
凹
郎

[一

九
五
九
]「
訓
仮
名
を
め
ぐ
っ
て」

(『高
架
』
三
一
一
一
号
)

弔
問出サ
吋
A
q

町
?
↑ム

-

[一

九
六
六
]
「
多
音
節
仮
名
」

(『町山知
間
制
商
業
向
学
論
叢
』
浮
潟
博
士

喜
議
記
念
論
文
集
刊
行
曾
)

朗

[一

九
九
三
]
「
南
葉
集
巻
七
・

一
二
九
八
番
歌
の
本
文
と
訓
|

「千

名
」
に
つ
い
て
|
」
(『信
州
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第

五
巻
二
号
)

国
語
史
続
二
』

相1I
沢

参
考
文
献

車Z

善
彦

[
二
O
O
三
]
『漢
字
に
よ
る
日
本
語
表
記
の
史
的
研
究
』
(塙
書
房
)

商
業
集
に
お
け
る
非
固
有
名
詞
表
記
二
合
仮
名
の
機
能
に
つ
い
て

犬
飼

[二
O
O
七
]
「
仮
名
の
位
相
と
高
架
集
仮
名
書
歌
巻
」

(『商
業
集
研

究

第

二
十
九
集
』
塙
書
一房
)

隆

[
二
O
O
五

a
]
『上
代
文
'苦
言
語
の
研
究

{増
術
版
}』
(笠
問
委

院
)

[二

O
O
五

b
]
『木
簡
に
よ
る
日
本
語
書
記
史
』
(笠
間
書
院
)

内
田
賢
徳

[二

O
O
五
]
『上
代
日
本
語
表
現
と
訓
話
』
(塙
書
房
)

大

野

透

[一

九
六
二
]
『
商
業
仮
名
の
研
究
』
(明
治
書
院
)

大
塚

毅

[一

九
七
八
]
『部
業
仮
名
音
韻
字
典
』
上
巻

・
下
巻
(
勉
誠
社
)

沖
森
卓
也

[二

0
0
0
]
「
子
音
韻
尾
の
音
仮
名
に
つ
い
て
」

(『鎌
倉
時
代
語
研

内九
』
第
二
十
三
制
)

崎
町
[
二

O
O
五
]
「
商
業
集
に
お
け
る
入
声
字
音
仮
名
l
連
合
と
略
立円
I
」

(『図
語
と
図
文
学
』
第
八
二
巻
八
号
)

[二

O
O
六

・
b
]
「商
業
集
に
お
け
る
援
音
韻
尾
字
音
仮
名
に
つ
い

て
|
連
合
と
略
音
|
」
(『蔦
業
』

一
九
五
号
)

[二

O
O
七

-
a
]
「高
葉
集
に
お
け
る
略
音
仮
名
と
二
合
仮
名

l
韻

尾
ご
と
の
偏
向
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(『文
学
史
研

究
』
四
七
号
)

[二

O
O
七

・
b
]
「市
内
楽
集
に
お
け
る
子
音
積
尾
字
音
仮
名
に
つ
い

て」

(『高
菜
』

一
九
八
号
)

[二

O
O
八
]
「
古
事
記
に
お
け
る
子
音
韻
尾
字
音
仮
名
に
つ
い
て
|

歌
謡
以
外
を
中
心
に
|
」
(『
文
学
史
研
究
』
四
八
号
)

尾
111 

六
五



高
葉
集
に
お
け
る
非
固
有
名
詞
表
記
二
合
仮
名
の
機
能
に
つ
い
て

[二

O
O九
]
「
古
事
記
歌
謡
に
お
け
る
子
音
韻
尾
字
音
仮
名
に
つ
い

て
」
(
『
文
学
史
研
究
』
四
九
号
)

春
日
政
治
{
一
九
三
一
一
一
]
『仮
名
後
遥
史
序
説
』
(『春
日
政
治
著
作
集

第

一

』

勉
誠
社
)

萎

斗
刷
出
ハ
[
一
九
八
二
]
『吏
読
と
商
業
仮
名
の
研
究
』
(和
泉
普
院
)

木
下
正
俊
[
一
九
五
回
]
「
唇
内
韻
尾
の
省
略
さ
れ
る
場
合
」
(
『商
業
』

一
O
号
)

神
野
志
隆
光
[
二

O
O
七
]
『漢
字
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
古
事
記
』
(
東
京
大
学
出

版
会
)

佐
野
宏
[
二

O
O七

a]
「
「
歌
」
を
書
く
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
」
(
『図
諾

と
図
文
事
』
第
八
四
巻
一
一
号
)

1
1
1
1
[
二
O
O
七

-
b
]
「
倭
文
体
の
背
景
に
つ
い
て
」
(
『図
詩
文
字
史
の

研
究
』
十
)

沼
本
克
明
[
一
九
八
六
]
『日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
(東
京
堂
出
版
)

陽
[
一
九
五
三
]
「
入
山
録
音
よ
り
見
た
人
麻
呂
の
用
字
法
」
(
『高
梁
』
七

-=1= 
口

ムハムハ

号
)

毛
利
正
守
[
二

O
O
三
]
「
和
文
体
以
前
の
「
倭
文
体
」
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『商
業
』

一
八
五
号
)

[二

O
O
七
]
「
座
談
会

森

商
業
学
の
現
況
と
課
題
|
『セ
ミ
ナ
ー

高
架
の
歌
人
と
作
品
』
完
結
を
記
念
し
て
|
」
(
『商
業

詩
文
研
究
』
第
二
集
和
泉
書
院
二
O
O
六
)

[二

O
O
八
]
「
倭
文
体
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
|
漢
字
文
化
閣
の

書
記
を
視
野
に
い
れ
て
|
」
(
『高
梁
』
二
O
二
号
)

博
遥
[
一
九
九
二

『古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』
(
大
修
館
輩
応
)

本
研
究
は
平
成
二
十

一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(若
手
研
究
倒

番
号
2
1
7
2
0
1
6
1
)に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

課
題

付
記

(
お
や
ま

し
ん

・
大
阪
市
立
大
学
特
任
講
師
)



日
門
出

山

崎

大
島
信
生
著

『
万
葉
集
の
表
記
と
訓
詰
』

本
警
は
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
島
氏
が
奈
良
女
子

大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
上
代
の
表
記
と
訓
話
」
の
う
ち
、
万

葉
集
に
つ
い
て
論
じ
た
第
一
章
と
第
二
章
を
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

序
論
本
研
究
の
目
的
と
概
要

第
一
部

第

章

第
二
章

第
三
章

第
四
寧

第
五
章

第
六
章

万
葉
集
の
表
記
と
訓
読

「
与
」
の
表
記
に
つ
い
て
|
助
詞
ト
の
場
合
|

「
空
蝉
与
人
」
の
訓
釈
を
め
ぐ
っ
て

巻
七

・
一
四

O
三
番
「
神
」
の
訓
を
め
ぐ
っ
て

巻
七
・
二
ニ
七
七
番
、

一
三
七
八
番
「
斎
」
の
訓
を
め
ぐ
っ
て

「
如
数
書
五
ロ
命
」
の
訓
|
巻
十

ぐ
っ
て
|

-
二
四
三
三
番
の
解
釈
を
め

「
打
廃
」

の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て

大
島
信
生
著

『万
葉
集
の
表
記
と
訓
話
』

第
七
章

第

部
第
一
章

第
二
業

第

章

第
四
輩

第
一
五
章
'

第
六
章

イ寸
論

用品

之

巻
四

・
六
O
五
番
「
神
理
」
の
訓
釈

万
葉
集
の
表
記
と
本
文

君
不
座
者
心
神
毛
奈
思

巻
三

・
四
=
二

番
の
結
句
に
つ
い
て

巻
八

一
五
六

O
番

「
始
見
之
埼
」
に
つ
い
て

七
夕
歌
訓
詰
二
題
|
巻
十

・
二
O
O
五
番
、
二
O
一
二
番
|

「
い
ろ
ぐ
は
し
子
」
孜
巻
十
・

一
九
九
九
番
、
巻
十
三

・
三

二
九
五
番
|

巻
九

一
七
九
九
番
「
ホ
保
比
去
名
」
を
め
ぐ
っ
て

余
明
軍
の
旅
人
挽
歌

(
末
尾
に
、
論
文
初
出

一
党
、
あ
と
が
き
、
事
項
索
引
と
万
葉
歌
索
引
が

六
七



大
島
信
生
著

『万
葉
集
の
表
記
と
訓
話
』

第
一
部
は
主
と
し
て
訓
読
に
問
題
の
あ
る
も
の
、
第
二
部
は
本
文
自
体
に

問
題
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
「
表
記
と
訓
訪
」

に
関
連
す
る
点
で
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
本
書
の
書
名
の
由
来

で
あ
る
と
と
も
に
、
大
島
氏
の
問
題
意
識
の
在
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
確

認
さ
せ
て
く
れ
る
。
本
書
で
は
各
論
点
に
つ
い
て
、
諸
本
の
本
文
と
訓
を
点

検
し
、
従
来
の
諸
注
釈
の
論
説
を
丁
寧
に
検
証
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る

と
い
う
、
基
本
に
忠
実
な
手
堅
い
姿
勢
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
検
討
す

べ
き
事
柄
を
網
羅
的
に
採
り
上
げ
て
、
想
定
し
う
る
諸
説
を
組
上
に
載
せ
た

上
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
討
の
結
果
と
し
て
も
っ
と
も
穏
当
な
結
論

を
導
き
出
す
と
い
う
手
法
で
統

一
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

そ
の
結
論
の
信
頼
性
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
元
と
な

っ
た

学
位
請
求
論
文
に
は
、
万
葉
集
以
外
の
上
代
文
献
を
採
り
上
げ
た
第
三
章
が

あ
り
、
今
後
別
に
公
刊
さ
れ
る
予
定
と
あ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
同
様
の
問
題

意
識
と
方
法
論
に
支
え
ら
れ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
個
々
の
歌
の
問
題
を
論
じ
た
既
発
表
の
論
文
の
集
成
と
い
う
形
の
ま

ま
で
あ

っ
て、

一
貫
し
た
問
題
点
の
探
究
と
い
う
形
、
即
ち
体
系
的
な
論
述

へ
の
展
開
が
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら

く
本
書
の
各
論
か
ら
導
か
れ
る
表
記
と
訓
誌
の
研
究
方
法
の
必
然
的
発
展
と

し
て
、
来
る
べ
き
著
述
と
合
わ
せ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し
た
い
。
ま

た
や
や
気
に
な
る
点
は
、

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
笹
川
』
・
『
日
本
国
語
大

-、
ー、

」
，
〆
E
，
ノ

辞
典
』
・
『大
漢
和
辞
典
』
と
い
っ
た
基
本
的
な
辞
書
の
解
説
の
利
用
が
散
見

す
る
こ
と
や
、
現
在
で
は
す
で
に
検
一証
の
狙
上
に
載
せ
る
ま
で
も
な
い
諸
説

の
説
明
が
丁
寧
に
過
ぎ
、
肝
心
の
論
一証
に
十
分
な
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
な

い
論
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
課
題
は
万
葉
集
を
引
用
す
る
古
文
献
へ
の
着
目
で
あ
る
。
『
古
今
和

歌
六
帖
』
を
参
照
す
る
箇
所
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
諸
本
の
み
を
本
文
批
判

の
資
料
と
す
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
「
商
業
集
本
文
批
判
の

一
方
法
」

(佐
竹
昭
広

『市内
葉
集
抜
書
』
所
収
)を
き

っ
か
け
に
平
安
鎌
倉
期
の
万
葉
集
が

見
直
さ
れ
、
評
者
も
そ
の
時
期
の
諸
書
に
見
ら
れ
る
万
葉
歌
の
検
証
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
近
年
で
は
小
川
靖
彦
氏

『商
業
学
史
の
研
究
』
(
平

お
う
ふ
う
刊
)
の
よ
う
な
、
写
本
そ
の
も
の
の
意
味
を
問
い

成
十
九
年
二
月

直
す
研
究
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
に
は
是
非
と
も
そ

う
し
た
視
点
を
顧
慮
し
た
検
討
を
望
み
た
い
。

さ
て
個
々
の
論
の
評
に
入
る
前
に
、
自
戒
を
込
め
て
確
認
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
最
も
基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
万
葉

集
の
訓
読
に
は
、
ど
う
し
て
も
解
け
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
観
点
を
総
合
的
に
考
察
し
て
も
、

一
つ
の
訓
読
が

一
点
の
盆
り
も
疑
点
も
な
く
提
示
さ
れ
て
解
決
し
た
と
は
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
あ
も
訓
め
る
、



こ
う
も
訓
め
る
、
と
い
う
疑
問
が
際
限
な
く
湧
い
て
来
る
と
い
う
こ
と
は
こ

の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
た
研
究
者
誰
も
が
感
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
問
題

点
を
迫
漏
な
く
網
羅
的
に
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
あ
る
点
で
は
優

位
に
立
つ
訓
み
が
別
の
点
で
は
劣
勢
に
な
る
場
合
に
、
処
置
に
困
惑
し
て
し

ま
う
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
ど

の
論
点
か
ら
優
先
的
に
処
置
し
て
い
く
か
に
そ
の
研
究
者
の
立
場
と
見
識
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
個
々
の
課
題
毎
に
そ
の
優
先
順
位
が
変
動
し

て
し
ま
え
ば
、
そ
の
訓
み
の
決
定
に
は
怒
意
性
が
伴
う
と
見
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
十
分
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
初
め
か
ら
結
論
あ
り
き
で
、
そ
こ
に

導
き
や
す
い
論
点
を
そ
の
都
度
優
先
す
る
か
に
見
え
て
は
、
そ
の
訓
み
へ
の

信
頼
性
は
獲
得
で
き
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
法
語
法
論
・
字
余
り

論
・
万
葉
集
に
お
け
る
通
例

・
立
目
訓
仮
名
表
記
論

・
表
現
論
・
前
後
の
作
と

の
関
係
な
ど
の
作
品
論
・
作
者
論
写
本
に
お
け
る
誤
写
の
可
能
性
・
訓
み

添
え
(
補
読
)論

・
漢
語
表
記
論
な
ど
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
論
点
に
ど
の
よ
う
な

順
位
を
与
え
る
か
は
、
や
は
り

一
貫
し
た
態
度
が
望
ま
れ
る
し
、
特
に
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
十
分
な
説
明
と
、

一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
ろ

ぅ
。
断
定
的
な
評
価
を
差
し
控
え
て
お
く
こ
と
も
、
研
究
者
の
態
度
と
し
て

あ
り
得
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

序弘
一酬
は
本
骨
一
回
の
「
表
記
と
訓
話
」
の
意
義
を
説
く
と
同
時
に
、
各
章
の
概

大
島
信
生
著

『万
葉
集
の
表
記
と
訓
詰
』

要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
極
端
に
き
尽
え
ば
、
こ
こ
を
読
む
だ
け
で
も
、
本

書
に
お
け
る
大
島
氏
の
問
題
認
識
と
研
究
方
法
の
あ
り
ょ
う
、
個
々
の
論
の

成
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
部
の
第

一
章
と
第
二
章
は
と
も
に
「
与
」
の
表
記
と
訓
読
に
関
す
る

論
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
訓
仮
名
的
な
用
法
か
、
漢
文
的
な

用
法
(返
り
点
を
付
け
て
訓
む
返
読
の
用
法
)か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
用
例
が
丁
寧
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
万
葉
集
に
お
け
る
状
況
か
ら

判
断
す
る
限
り
、
従
う
可
能
性
は
相
当
に
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
、
最
も
基
本
と
考
え
ら
れ
る
点
、
即
ち
な
ぜ
「
与
」
を
ト
と
訓
めイモ

る
の
か
と
い
う
原
点
の
検
証
が
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
妹

ト

セ

ノ

ヤ

マ

与
勢
能
山
し
(
一
一一一

O
)
に
つ
い
て
は
「
並
列
的
用
法
、
も
し
く
は
そ
れ
に

準
ず
る
用
法
で
、

一
応
正
訓
字
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。」
(二
八
頁
)
と
言

コ
ガ
ム
ト
オ
モ

ヘ

ド

わ
れ
、
「
梼
与
難
レ
思」

(二
六
O
)の
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
こ
の
場
合

『与
』

の
文
字
は
正
訓
字
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
訓
仮
名
的
な
用
法
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。」
(同
)
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
「
正
訓
字
」
と
「
訓
仮
名
的
な

用
法
」
と
い
う
両
様
の
あ
り
方
が
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
島
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
「
与
」
が
返
読

用
法
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
漢
籍
の
「
A
与

B
」
を
「
A
与

レ
B
」
と
い
う
返
読
と
解
し
て
「
A
ト
B
ト
」
と
訓
読
で
き
て
は
じ
め
て
、

-、vぃ
」
ノ
J
j



大
島
信
生
若

『万
葉
集
の
表
記
と
訓
詰
』

「
与
」
を
ト
と
訓
み
え
、
か
つ
前
項
の
ト
は
訓
み
添
え
(
補
読
)
と
見
ら
れ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
A
与
B
」
が
「
A
ト
B
ト
」
で
あ
る
と
い
う
定
着

の
下
に
、
「
与
」
が
「
正
訓
字
」
と
も
「
訓
仮
名
的
な
」
と
も
言
わ
れ
る
用

法
を
確
立
さ
せ
た
結
果
と
し
て
、
「
後
の
ト
は
明
記
し
な
く
て
も
読
み
添
え

ら
れ
る
と
み
て
省
筆
し
た
」
(
三
O
頁
)
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
上
で
、
「
A
与
B
」
を
「
A
ト
B
ト
」
と
訓
む
こ
と
が
適
切
で
あ
る
限

り
に
お
い
て
、
「
A
(
卜
)
与
レ

B
」
と
す
る
か
、
「
A
与

B
(ト
)
」
と
す
る
か

が
、
ど
れ
ほ
ど
の
問
題
と
な
り
う
る
か
と
い
う
提
議
が
必
要
で
あ
る
と
恩
わ

れ
る
。

第
三
章
は
、
「
神
之
祝
」
(
一
四
O
三
)
の
「
神
」
を
、
通
説
の
よ
う
に
必

ず
ミ
ワ
と
訓
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
カ
ミ
と
訓
む
余
地
は
な
い
の
か

と
い
う
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
万
葉
集
に
お
い
て
は
、
訓
読
に
混
乱
を
来
さ
な

い
た
め
の
「
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
」
(
六
九
頁
)
と
い
う
前

提
に
立
つ
て
の
論
で
あ
る
。
そ
の
前
提
が
全
巻
に
わ
た
っ
て
確
固
た
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
例
外
に
は
特
段
の
条
件
が
あ
る
と
い
う
原
則
に
立
つ
な
ら
ば
、

「
神
」
と
い
う
表
記
は
カ
ミ
と
訓
む
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
、
特
段
の
条
件

が
な
い
限
り
、
ミ
ワ
な
ど
で
は
な
く
カ
ミ
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
結

論
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
従
え
ば
「
大
神
」
は
明
ら
か
に
人
名
な
ら
ば
オ

ホ
ミ
ワ
、
神
名
な
ら
ば
オ
ホ
カ
ミ
に
峻
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
例
の
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
な
峻
別
可
能
な
条
件
を
備
え
て
い
る
わ

七
O 

け
で
は
な
い
。
本
歌
で
も
カ
ミ
と
訓
む
こ
と
に
大
過
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

か
と
言
っ
て
ミ
ワ
の
訓
を
積
極
的
に
排
除
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
「
ミ
ワ

ノ
ハ
フ
リ
と
訓
め
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
カ
ミ
ノ
ハ
フ
リ
と
訓
ん
で
神
に
仕

え
る
神
職
の
意
で
解
せ
る
と
考
え
る
」

(六
八
頁
)と
い
う
結
論
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
つ
ま
り
は
、
書
き
分
け
の
原
則
の
証
明
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
銘
記
し
た
い
。

第
四
章
は
「
斎
」
の
訓
義
の
論
で
あ
る
。
結
論
は
最
も

一
般
的
な
イ
ハ
フ

と
訓
む
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
の
場
合
に
は
同
時
に
、
イ
ハ
フ
の
表
記
が

プ粛
L

字
と
固
有
の
対
応
を
示
す
か
否
か
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
「
隠
蔵
」
(
一
一
一一
一
一
一
八
)
を
真
淵
が
イ
ハ
フ
と
訓
ん
だ
こ
と
を
、

「
秘
斎
ふ
音
ご
と
い
う
注
に
よ
っ
て
認
め
て
し
ま
う
(八
O
頁
)
の
で
は
、
本

書
の
課
題
で
あ
る
表
記
の
問
題
が
探
究
さ
れ
た
と
は
言
い
に
く
い
。
こ
れ
は

評
者
が
先
年
論
じ
た
ゆ
え
の
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
漢
詩
「
隠
蔵
」
を
意
識
し

た
表
記
と
見
る
こ
と
を
検
討
課
題
と
す
る
べ
き
で
あ
る
(
補
注
に
一ホ
す
垣
見
修

司
氏
の
論
の
外
、
評
者
も
拙
論
を
公
に
し
て
い
る
。「
上
代
に
お
け
る

『蔵
』
字
表

記」

〈『
文
学
』

一
九
八
八
十
月
〉、
及
び
「
商
業
集
漢
詩
考
証
補
正
(
三
)
」
〈『
国

語
と
国
文
学
』
二
O
O
七
・
十一

〉)。

ま
た
イ
ハ
フ
の
表
記
の
問
題
ば
か
り
で

は
な
く
、
イ
ハ
フ
の
語
義
の
中
古
以
来
の
と
ら
え
方
も
重
要
な
諜
題
で
あ
り、

写
本
に
お
け
る
訓
み
の
あ
り
方
も
そ
う
し
た
諮
問
義
理
解
の
変
遷
の
中
で
見
直

さ
れ
て
い
こ
う
。
大
島
氏
自
身
が
、
漢
詩
「
斎
」
と
「
忌
」
の
考
察
や
上
代



以
後
の
歴
史
的
視
点
も
含
め
て
、
イ
ハ
フ
の
語
義
に
つ
い
て
の
考
証
を
イ
ム

や
イ
ツ
ク
と
の
関
係
を
見
な
が
ら
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
注
に
指
摘
し
(
九

三
頁
の
注
日
)、
論
の
最
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
(九

一
頁
)
こ
と
か
ら
も
、

そ
れ
が
必
要
不
可
欠
の
論
点
で
あ
る
こ
と
が
証
さ
れ
よ
う
。
結
論
を
急
が
ず
、

包
括
的
な
問
題
点
の
検
証
の
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
る
。

第
五
章
は
訓
の
問
題
に
関
わ
っ
て
、
警
織
の
あ
り
方
が
論
点
と
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
水
の
上
に
数
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
、
仏
典
(浬
終
経
)

に
よ
っ
て
無
常
観
を
憶
え
た
も
の
と
見
る
か
、
童
蒙
抄
に
始
ま
る
、
仏
品
川
(
の

意
識
な
し
に
単
に
「
甲
斐
の
な
い
こ
と
L

の
除
え
と
見
る
か
、
で
あ
る
。
こ

の
両
論
を
め
ぐ
っ
て
「
数
書
く
」
や
「
数
」
の
そ
も
そ
も
の
意
味
も
問
い
直

さ
れ
る
。
こ
こ
で
大
島
氏
は
「
水
の
上
に
数
を
書
く
よ
う
な
、
価
値
の
な
い
、

取
る
に
足
り
な
い
命
、
と
自
分
を
卑
下
し
た
表
現
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
浬
繋
経
と
の
関
わ
り
を
全
く
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
浬
繋
経
に
拠
ら
な
く
て
も
解
釈
で
き
る
と
考
え
る
L

(

一
O
五
頁
)

と
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
水
の
上
に
数
を
書
く
よ
う
な
」
と
い
う

警
戦
が
な
ぜ
あ
り
得
た
か
を
問
う
た
結
果
と
し
て
の
浬
繋
経
な
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
「
解
釈
で
き
る
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
ま
ず
章

蒙
抄
に
お
け
る
仏
典
の
理
解
自
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
考

え
て
み
た
い
。
今
は
評
者
に
も
決
定
的
な
論
拠
は
な
い
が
、
万
葉
集
全
体
に

浬
繋
経
を
は
じ
め
多
く
の
仏
典
と
の
関
わ
り
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑

大
島
信
生
著

『万
葉
集
の
表
記
と
訓
話
』

み
て
、
そ
の
可
能
性
を
過
少
に
評
価
す
る
こ
と
は
跨
踏
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
六
章
の
「
打
鹿
」

(五
O
五
)
の
訓
読
に
つ
い
て
も
、
ウ
チ
ナ
ピ
ク
と
ウ

チ
ナ
ビ
キ
の
峻
別
が
つ
け
ら
れ
る
か
否
か
、
非
常
に
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。

歌
全
体
の
解
釈
に
関
わ
っ
て
、
「
ウ
チ
ナ
ピ
ク
心
」
で
も
「
ウ
チ
ナ
ビ
キ
(心

は
君
に
)
寄
り
」
で
も
解
け
な
く
は
な
い
と
い
う
以
上
、
あ
く
ま
で
も
可
能

性
の
大
小
を
指
摘
す
る
段
階
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
来
の

諸
説
を
見
、
万
葉
集
の
例
を
挙
げ
て
ゆ
く
手
法
は
手
堅
い
。
し
か
し
、
新
た

な
観
点
か
ら
の
考
察
と
は
言
い
に
く
い
。
結
論
は
ウ
チ
ナ
ピ
キ
で
あ
る
が
、

積
極
的
な
証
明
が
あ
る
と
も
、
ウ
チ
ナ
ビ
ク
の
全
否
定
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

従
来
の
議
論
を
、
い
わ
ば
突
き
抜
け
る
論
証
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
、
や
は

り
謀
題
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。

第
七
章
は
「
神
理
」

(六
O
五
)
の
訓
読
に
つ
い
て
、
ま
ず
必
要
と
な
る

一

音
の
訓
添
え
を
諸
本
・
諸
注
か
ら
シ
・
モ
・
ニ
・
ノ
に
絞
っ
た
上
で
、
用
例

か
ら
ノ
を
最
適
と
す
る
。
そ
の
結
論
は
穏
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
後

に
漢
語
「
神
迎
」
と
の
関
連
性
を
考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
も
と
カ
ミ

ノ
コ
ト
ワ
リ
の
妥
当
性
が
高
か
っ
た
と
も
言
え
、
初
め
の
考
察
は
確
認
作
業

で
あ

っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
方
コ
ト
ワ
リ
の
語
義
の
考
察
で
、
具
体
的
な
例
の
検
証
を
省
い
て
主
な

辞
書
を
参
照
し
、
そ
の
用
例
と
記
述
に
よ
っ
て
の
み
、
「
用
例
か
ら
見
る
限

り
」
と
し
て
コ
ト
ワ
リ
の
語
義
の
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
は
領
け
な
い
。
そ

'七



大
島
信
生
著
『
万
葉
集
の
表
記
と
訓
詰
』

の
用
例
の
検
証
こ
そ
が
望
ま
れ
る
。
漢
語
「
神
理
」
の
考
証
も
ま
た
、
『文

選
』
の
三
例
は
と
も
か
く
も
、

『大
漢
和
辞
典
』
の
解
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
例
を
求
め
、
ど
の
よ
う
な
場
で
用
い
ら
れ
る
語
な
の
か
、
漢
籍
に
お

け
る
実
相
を
探
る
姿
勢
が
望
ま
し
い
。
古
事
記
序
文
に
見
ら
れ
る
と
い
う
指

摘
は
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
も
探
究
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
「神
」
も
「
理
」

も、

象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
緊
要
な
語
と
推
察
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
点

の
考
証
に
欠
け
る
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

第
二
部
は
よ
り
本
文
批
判
の
問
題
に
関
わ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

す
る
の
は
次
点
本
と
新
点
本
と
で
本
文
が
異
な
る
場
合
の
採
否
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
は
本
文
批
判
の
問
題
と
し
て
は
、
多
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
長
年
の

課
題
で
あ
り
、
解
決
の
困
難
な
課
題
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

第

一
章
で
は
「
今
日
原
本
の
伝
来
し
な
い
万
業
集
の
個
々
の
歌
に
お
い
て
、

次
点
本
の
数
が
多
い

(評
者
注
l
注
3
に

「目
安
と
し
て
四
本
以
上
を
考
え
て
い

る
」
と
あ
る
)
と
い
う
事
実
は
、
何
ら
か
の
形
で
原
文
の
状
態
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
(一

四
四
頁
)
と
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
章
の
問
題
と
す
る
「
君
不
座
者
」
(
四
五
七
)
で
は
確
か
に
そ
れ
が
当
て

は
ま
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
個
々
の
写
本
の
あ
り
ょ
う
が
付
訓
も
含
め
て

解
明
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
本
文
批
判
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

第
二
部
の
各
章
で
そ
れ
ぞ
れ
の
論
の
証
と
な
る
例
も
ま
た
異
論
を
抱
え
て
お

'ヒ

一
定
の
留
保
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
四
一
三

番
歌
の
結
句
本
文
が
「
不
可
忘
」
か
「
不
所
忘
」

か、

訓
が
ワ
ス
ラ
エ
ナ
ク
ニ
か
ワ
ス
ラ
ユ
マ
シ
ジ
か
を
論
じ
る
。
ま
ず
作
者

りは
忘
れ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
で
「
忘
れ
た
い
の
に
忘
れ
ら
れ
な
い
L

と

解
釈
さ
れ
る
ワ
ス
ラ
エ
ナ
ク
ニ
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
「忘

れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
の
意
と
見
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
少
な
く

寅

と
も
ワ
ス
ラ
エ
ナ
ク
ニ
説
を
採
る
童
蒙
抄
以
下
、
全
釈
、
講
義
、
注
釈
な
ど

が
そ
の
点
に
思
い
至
ら
な
か

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
考
察
の
み
で
は

な
お
決
定
は
し
が
た
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
訓
を
ワ
ス
ラ
ユ

マ
シ
ジ
と

し
た
場
合
で
も
、
「
不
」
を
マ
シ
ジ
と
訓
む
こ
と
に
な
る
根
拠
が
や
は
り
明

確
で
は
な
い
。
大
島
氏
は

「
不
可
忘
」
の
表
記
は
助
動
詞
ユ
を
読
み
添
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
マ

シ
ジ
の
表
記
と
し
て
は
丁
寧
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
不
所

忘
」
の
表
記
は
助
動
詞
ユ
を
読
み
添
え
ず
に
す
む
。
と
こ
ろ
が
、
マ
シ

ジ
の
表
記
は
「
不
」

一
字
で
あ
り
、
「
不
可
」
に
比
べ
て
不
十
分
な
印

象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
マ
シ
ジ
と
い
う

一
語
の
助
動
詞
の
表
記
と
し

て
は
、
元
来
宣
命
の
用
例
の
よ
う
に
「
不
」

一
字
で
足
り
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
一
五
五
頁
)

と
言
わ
れ
る
。
宣
命
の
表
記
を
傍
証
と
す
る
こ
と
に
は
、
大
島
氏
も
も
ち
ろ

ん

一
定
の
留
保
は
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
に
よ
る
と
、
で
は
万
葉
集
で



「
不
」
と
あ
る
時
に
は
、
ズ

・
ヌ

・
ナ
ク
・
ジ
に
加
え
て
マ
シ
ジ
も
候
補
と

な
り
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
相
不
勝
」

(一一

一
一五
)
の
場
合
の
よ
う
な
、

1
カ
ツ
マ
シ
ジ
と
い
う
慣
用
的
な
表
現
に
限
ら
ず
、
「
不
」
と
あ
れ
ば
マ
シ

ジ
も
あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
第

一
部
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な

「書
き
分
け
」
の
論
理
と
ど
の
よ
う
に
整
合
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
マ
シ
ジ
に

は
マ
シ
ジ
を
想
起
さ
せ
る
べ
き
表
記
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が

「書
き
分
け
」
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
さ
ら
に
検
証
が
加

わ
れ
ば
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章
は
「
始
見
之
埼
」

(一

五
六
O
)
の
訓
と
そ
の
比
定
地
の
考
証
で
あ

る
。
ま
ず
「
始
見
」
の
誤
字
説
を
検
討
し
、
「
跡
見
」
説

(『
冠
辞
考
』)
や

「
始
兄
」
説
を
批
判
し
、
「
始
見
」
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
適
切
な

判
断
で
あ
ろ
う
。
初
句
「
妹
が
日
を
」
か
ら
の
掛
か
り
方
と
し
て
「
見
る
」

を
生
か
す
こ
と
も
領
け
る
。
そ
し
て
「
始
見
」
と
し
た
上
で
、
訓
が
ミ
ソ
メ

と
ハ
ツ
ミ
の
両
説
あ
る
中
で
も
ミ
ソ
メ
な
ら
ば
「
見
始
」
と
あ
る
べ
き
と
述

べ
て
、
ハ
ツ
ミ
を
採
ろ
う
と
い
う
。
そ
れ
も
ま
た
適
切
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ

ハ
ツ
ミ
が
語
構
成
の
点
で
ハ
ツ
タ
リ
「
始
垂
」
(
三
八
八
六
)

と
同
様
に
捉
え
う
る
も
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
に
関
連
し
て
初
句
「
妹
が
目

を
」
か
ら
の
掛
か
り
方
と
し
て
、
意
味
の
点
で
「
は
じ
め
て
見
た
」
の
か

「
ち
ら
り
と
見
た
」
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
も
積
極
的
な
発
言
が
あ
れ
ば

こ
で
は
な
お
、

と
望
ま
れ
た
。
地
名
の
考
証
、
比
定
に

つ
い
て
は
、

一
案
と
し
て
銘
記
す
べ
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き
も
の
と
言
う
に
留
め
た
い
。

第
四
章
は
、
ま
ず
「
然
叙
年
而
在
」

(二

O
O
五
)
に
お
け
る
「
手
」

・

「年」

・
「
干
」
の
誤
写
の
問
題
と
「
而
」
の
訓
み
の
是
非
が
論
点
で
あ
る
。

諮
問
写
の
可
能
性
は
い
ず
れ
に
も
相
当
程
度
認
め
ら
れ
る
と
す
る
べ
き
で
、
決

定
的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
焦
点
と
な
る
の
が
「
而
」
の
訓
み
で
あ
る
。
大
島

氏
は
稲
岡
耕
二
氏
説
に
拠
っ
て
、
「
而
」
は
訓
仮
名
テ
で
あ
り
音
仮
名
ニ
で

は
な
い
と
さ
れ
る
。
確
か
に
「
而
」
を
音
仮
名
ニ
と
し
て
訓
む
べ
き
は
、
他

ミ

ズ

サ
ヘ
一
一
テ
ル

に
は
「
水
左
閉
而
照
」
(
一
九
九
六
)
の
一
例
し
か
な
く
、
そ
れ
も
「
左
閉

而
」
と
音
仮
名
が
続
く
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
こ
と
は
相
違
し
て
い
る
。

し
か
し
当
時
の
表
記
の
全
容
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
音
仮
名
続
き

の
場
合
に
限
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の
一
九
九
六
は
同
じ
人
麻
白
歌
集

に
あ

っ
て
本
歌
と
近
接
し
て
い
る
。
本
歌
で
「
而
」
を
ニ
に
用
い
た
可
能
性

は
残
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
年
に
あ
る
」
と
訓
む
説
の
内
容
的
な
当
否
も
、

当
然
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
「
年
に
あ
り
て
」
の
歌
で
、

二
O
三
五

は
同
じ
人
麻
呂
歌
集
歌
、
三
六
五
七
は
迫
新
羅
使
人
の
作
で
と
も
に
七
夕
歌

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
存
在
も
留
意
し
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
「
干
」
を

カ
レ
ニ
シ

キ
ミ
ガ

「
離
」
の
意
の
借
訓
字
に
用
い
た
と
い
う
説
の
根
拠
と
し
て
「
干
西
君
之
」

(二
九
五
五
)を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
人
麻
呂
歌
集
で
も
七
夕
歌
で
も
な
い
。

直
前
の
二
九
五
四
は
、

二
九
五
こ
か
ら
の
衣
の
袖
が
濡
れ
る
歌
の
並
び
で

「
干
」
を
フ
ル
の
表
記
に
用
い
て
お
り
、
二
九
五
五
は
こ
れ
を
受
け
て
「
離
」

七
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の
意
を
「
干
」
と
い
う
借
訓
字
で
表
記
し
た
と
い
う
事
情
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
元
よ
り
こ
れ
も
論
証
は
困
難
だ
が
、
用
例
が
い
か
に
自
説
に
と
っ
て
有

効
で
あ
る
か
に
は

一
層
の
慎
重
さ
を
求
め
た
い
。

ま
た
「
干
可
太
奴
」

(二

O
一
二
)
の
場
合
に
は
、
畢
覚
、
こ
こ
で
は
カ
レ

カ
テ
ヌ
が
「
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
も
う
こ
れ
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
に

堪
え
が
た
い
と
す
る
心
情
の
表
現」

(
一
八
五
頁
)
で
あ
る
と
い
う
点
が
首
肯

で
き
る
か
否
か
に
掛
か
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
点
で
、
離
れ
た
状
態
が
継
続
し

て
い
る
こ
と
を
カ
ル
と
表
現
し
た
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。

た
だ
カ
レ
カ
テ
ヌ
の
例
が
他
に
は
な
い
以
上
、
カ
レ
カ
テ
ヌ
が
単
に
「
離
れ

が
た
い
、
離
れ
ら
れ
な
い
」
の
意
で
は
な
い
と
す
る
証
明
と
し
て
は
十
全
で

は
な
い
。
ま
た
「
j
カ
テ
ヌ
」
の
表
現
性

一
般
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か

の
検
討
も
望
ま
れ
る
。
と
は
一言
え
、
本
章
の
よ
う
に
、
関
連
す
る
問
題
を
包

括
的
に
論
じ
る
こ
と
で
、
「
離
る
」
と
「
干
る
」
と
の
問
題
が
集
約
さ
れ
る

こ
と
は
、
読
む
者
を
深
く
問
題
点
に
引
き
込
ん
で
く
れ
る
。

第
五
掌
は
イ
ロ
グ
ハ
シ
と
訓
む
べ
き
表
記
を
め
ぐ
っ
て
、
前
章
同
様
に
二

首
の
訓
釈
を
関
連
付
け
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
半
の
「
色
妙
」

(一

九
九
九
)
に
つ
い
て
は
、
近
年
説
を
二
分
す
る
シ
キ
タ
へ
と
イ
ロ
グ
ハ
シ
を

検
証
し
て
、
問
題
点
の
少
な
い
イ
ロ
グ
ハ
シ
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

こ
れ
は
語
の
意
味
や
表
記
、
歌
音
ゅ
な
ど
を
総
合
し
て
の
考
察
で
無
理
な
く
承

引
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
四

一
方
「
々
綱
子
」

(
三
二
九
五
)
の
「
々
」
を
「
色
」
の
誤
写
と
見
て
、

「
色
綿
子
」

(イ
ロ
グ
ハ
シ
)
と
解
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
先
の

「
色
妙
」
と
も
結
び
つ
く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
点
は
、
な
お
判
断
が
留
保
さ

れ
る
。
「
々
」
の
ま
ま
で
は
解
き
が
た
い
以
上
、
何
ら
か
の
誤
字
説
が
提
示

さ
れ
る
が
、
現
在
有
力
な
「
卜
」
説
に
対
し
て
、
新
た
に
「
色
」
説
を
提
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
傍
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

一一一
八

一
番
歌
で
は
、

諸
本
の
「
何
々
」
を
略
解
所
引
の
宣
長
説
に
よ
っ
て
「
何
色
」
と
改
め
る
方

が
、
歌
意
に
叶
う
と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
、
少
々
字
形
の
相
似
に
疑
問
が
あ

っ
て
も
有
力
な
説
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
「
卜
」
説
な
ら
ば
「
卜
綱
子
」

(ウ
ラ
グ
ハ
シ
)と
な
る
が
、
そ
の
ウ
ラ
グ
ハ
シ
が
も
っ
ぱ
ら
情
景
を
表
現
す

る
の
に
用
い
ら
れ
、
女
性
の
美
し
さ
に
用
い
た
例
が
な
い
こ
と
も
顧
慮
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
や
は
り
決
定
的
な
根
拠
と
は
言
い
難
い
。
こ
の

章
で
「
イ
ロ
グ
ハ
シ
子
」
を
認
め
る
以
上
、
ウ
ラ
グ
ハ
シ
が
女
性
に
使
え
な

い
と
は
断
定
で
き
ず
、
ま
た
「
色
」
と
「
々
」
の
誤
写
も
前
後
の
文
字
が
異

な
れ
ば
必
然
的
に
発
生
の
可
能
性
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
踊
り
字
の
字
体
も

年
代
的
な
検
証
を
経
る
必
要
が
あ
り
、

し
た
い
。

一
概
に
は
言
え
な
い
こ
と
に
も
留
意

第
六
章
は
「
か
保
比
去
名
」

(
一
七
九
九
)
の
訓
義
の
考
証
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
ニ
ホ
ヒ
テ
ユ
カ
ナ
の
訓
を
適
切
と
認
め
た
よ
で
、
そ
の
テ
に
当
た
る
表

記
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
焦
点
と
な

っ
て
い
る
。
古
写
本
す
べ
て
テ
に



当
た
る
表
記
が
な
い
が、

『万
葉
考
』
が
「
豆
」
を
補
う
説
を
唱
え
て
か
ら

は
そ
れ
に
従
う
注
釈
が
多
い
。
し
か
し
大
島
氏
は
新
た
に
補
う
べ
き
文
字
と

し
て
「
而
」
を
提
起
さ
れ
る
。
「而
」
が
仮
名
表
記
に
続
く
例
を
各
巻
か
ら

挙
げ
て
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性
の
高
さ
を
示
し
、
さ
ら
に
訓
字
主
体

表
記
巻
に
お
け
る
テ
の
表
記
全
体
の
傾
向
ゃ
、
人
麻
目
歌
集
、
特
に
非
略
体

歌
に
お
い
て
テ
に
用

い
ら
れ
る
各
仮
名
の
使
用
傾
向
を
検
討
し
た
上
で
、

『万
葉
考
』
の
「
豆
」
よ
り
も
「
而
」
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら

れ
る
。
そ
の
例
証
か
ら
見
れ
ば
、
「
而
」
の
方
が
確
か
に
優
位
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
「
非
略
体
歌
で
は
「
而
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

通
常
」

(
二
二

O
頁
)
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
で
は
な
ぜ
こ
の
歌
に
限

つ
て
は
「
而
」
が
脱
落
し
て
し
ま

っ
た
の
か
、
何
か
の
理
由
が
必
要
と
な
ろ

ぅ
。
大
島
氏
は
紀
州
本
で
は
第
三
句
に
も
脱
落
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
、

本
歌
全
体
の
乱
れ
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
ま
だ
十
分
と
は
見
が

目、
。

ナ
人
しそ
も
そ
も
本
歌
の
よ
う
な
誤
脱
に
つ
い
て
決
定
的
な
論
証
を
行
う
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
一
評
者
に
も
「
而
」
説
の
当
否
は
判
断
し
が
た
い
。
た
だ
『
万

葉
考
』
の
「
弓
亡
説
に
も
一
定
の
可
能
性
が
残
る
こ
と
も
硲
か
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
去
」
の
書
写
さ
れ
る
字
形
が
極
め
て
「
亘
」
に
類
似
す
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
性
質
の
た
め
で
あ
る
。
実
際
草
紙
本
で
は
「
立
」
の
行
革
体
の

よ
う
に
縦
に
細
長
く
、
元
暦
校
本
も
そ
れ
と
似
た
よ
う
な
字
形
で
あ
る
。
こ
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れ
か
ら
類
推
す
れ
ば
「
豆
去
」
と
二
字
類
似
の
字
形
が
続
い
て
い
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
わ
け
で
、

一
方
が
脱
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
吾)弓
え
る
で
あ
ろ

、A
J

。最
後
の
付
論
は
、
本
警
本
来
の
問
題
意
識
と
は
若
干
ず
れ
る
が
、
第
二
部

第

一
章
「
君
不
座
半
世
心
神
毛
奈
思
」
で
扱
っ
た
余
明
箪
の
旅
人
挽
歌
に
つ
い

て
、
そ
の
全
体
の
構
成
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
解
釈
以
上
に
、
そ

れ
が
綴
密
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
全
体
を
平
易
に
解
説
し
て
い
る
。

た
だ
漢
詩
「
心
神
」
(
四
五
七
)
の
更
な
る
検
証
と
和
語
「
こ
こ
ろ
ど
」
の
考

証
、
及
、
び
「
犬
馬
之
慕
」

(四
五
八
左
注
)
と
吉
田
宜
書
簡
(八
六
回
前
)
の

「
誠
途
ニ
犬
馬
こ

と
の
関
連
と
い
う
視
点
も
含
め
た
漢
籍
と
の
関
わ
り
と
い

う
考
-証
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
の
探
究
を
望
み
た
い
。

以
上
本
書
の
各
章
に
つ
い
て
、
評
者
の
問
題
意
識
と
こ
れ
ま
で
に
試
み
た

本
文
批
判
や
訓
義
の
考
証
の
経
験
に
照
ら
し
て
、
率
直
な
感
想
と
希
望
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
評
者
の
理
解
が
及
ば
ず
、
大
島
氏
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
が
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
故
に
な
さ
れ
た
評
の
責
は
、
も
ち
ろ
ん

す
べ
て
評
者
に
あ
る
。
万
葉
集
の
表
記
と
訓
読
の
問
題
に
は
お
そ
ら
く
終
わ

り
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
課
題
は
こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
に
尽
き
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
は
大
島
氏
も
充
分
に
認
識
さ
れ
た
上
で
の
本
書
で

あ
ろ
う
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
必
ず
万
葉
集
以
外
の
上
代

七
五
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文
献
に
つ
い
て
の
論
が
続
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
公
刊
を
待
ち
、
本
書
と
合

わ
せ
改
め
て
大
島
氏
の
論
の
総
体
を
検
証
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
い

と
念
じ
る
も
の
で
あ
る
。

(二

O
O八
年
九
月

お
う
ふ
う
刊

A
5判

(や
ま
ざ
き

二
五
七
頁

七
六

よ
し
ゆ
き

・
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
)

一二、

0
0
0
円
《
税
別
》
)
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O
第
六
十
二
回
寓
葉
学
会
全
国
大
会
開
催
要
項

平
成
二
十
一
年
(
二

O
O九
年
)
度
の
全
国
大
会
を
、
十
月
二
十
四
日
よ
り

二
十
七
日
ま
で
、
大
卒
府
万
葉
会
と
の
共
催
、
太
宰
府
市

・
太
宰
府
市
教
育

委
員
会
の
後
援
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
に
て
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
開
講
演
会

日
時

十
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
二
時
よ
り
五
時
半
ま
で

九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
ホ
|
ル
(七
七
頁
案
内
図
参
照
)

井
上
保
康
氏

会
場
挨
拶

太
宰
府
市
長

L
l
-
-
、

部
刷
ir良
/

zz
t
I
 

辛
き
恋
l
遺
新
羅
使
人
歌
の
旅
情

l

笹
の
業
は
み
山
も
さ
や
に
「
乱
友
」
考
奈
良
女
子
大
学
坂
本
信
幸
氏

※
公
開
講
演
会
終
了
後
「
南
葉
学
会
奨
励
賞
授
賞
式
」
を
行
い
ま
す
。

日
本
女
子
大
学

平
舘
英
子
氏

懇
親
会

日
時

十
月
二
十
四
日
(土
)
午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

会
場

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
(
太
宰
府
館
3
F
)(七
七
頁
案
内
図
参
照
)

全
国
大
会
開
催
要
項

会
費

六
O
O
O
円

※
懇
親
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
振
込
で
、
あ
ら
か
じ
め
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

研
究
発
表
会

日
H寺

十
月
二
十
五
日
(日
)
午
前
十
時
半
よ
り
午
後
五
時
ま
で

会
場

九
州
国
立
博
物
館
ミ
ユ
1

ジ
ア
ム
ホ

l
ル

午
前
の
部
(
午
前
十
時
半
よ
り
十
二
時
半
ま
で

綿
花
ノ
宴
に
お
け
る
大
伴
大
夫
の
歌
|

「
梅
の
花
に
も
な
ら
ま
し
も
の

を
」
を
中
心
に
|

箕
面
学
図
高
等
学
校
波
法
寛
吾
氏

「

慮

存

亡

之

大

期

」

考

鹿

児

島

大

学

側

官

田

原

カ

ン

ナ

氏

田
辺
福
麻
呂
の
「
葦
屋
処
女
の
墓
を
過
ぎ
し
時
に
作
れ
る
歌
」
論

山
梨
学
院
大
学

塩
沢

一
平
氏

午
後
の
部
(
午
後
一
時
四
十
五
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で

二
合
仮
名
と
多
音
節
訓
仮
名

尾
LlJ 

慎
氏

大
阪
市
立
大
学

巻
十
三
・
三
三
三
五

1
八
番
歌
と
「
調
使
首
の
歌
」

同
志
社
大
学

井
ノ
口
史
氏

『
寓
葉
集
』

の
磐
織
の
方
法

淑
徳
大
学

白
井
伊
津
子
氏

詞
良
日
貰
求
婚
認
は
何
故
書
か
れ
な
か
っ
た
の
か

ー
古
事
記
と
万
葉
集
の
交
渉
|

上
智
大
学

瀬
間
正
之
氏

七
七



全
国
大
会
開
催
要
項

※
な
お
、
今
回
は
昼
食
の
準
備
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
自
ご
用
意

い
た
だ
く
か
、
会
場
周
辺
に
て
食
事
を
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

四

臨
地
調
査
研
究
1

筑
紫
・
肥
前
を
め
ぐ
る
!

十
月
二
十
六
日
(
月
)
よ
り
二
十
七
日
(
火
二
泊
二
日

。
集
合
場
所

。
集
合
時
間

。
旅
程

J
R
博
多
駅
・
筑
紫
口
を
出
て
す
ぐ
の
駐
車
場

午
前
八
時
四
十
分

第

日
博
多
駅
|
香
椎
{
呂
|
志
賀
島
志
賀
海
神
社
l
荒
雄
碑
休
暇
村
志
賀

島
(
昼
食
)
|
唐
泊
|
引
津
|
鎮
懐
石
八
幡
宮
1

汐
湯
温
泉
(
夕
食
)

(宿
泊
先
)

「
信
宿
」
汐
湯
旅
館

佐
賀
県
唐
津
市
外
浜
崎
海
岸

(
恥

O
九
五
五
|
五
六
|
六
O
一
一
)

第
二
日
汐
湯
温
泉
l
鏡
山
展
望
台
|
佐
用
姫
岩
公
園
|
多
久
聖
廟
・
昼
食
|
杵

島
歌
民
一
公
園
l
基
一山
P

A
|
福
岡
空
港
前
(一

次
解
散
十
六
時
十
分
)|

博
多
駅
(
二
次
解
散
十
六
時
三
十
分
)|
西
鉄
天
神
駅
前
(
最
終
解
散
十
六
時

凶
十
分
)

※
天
候

・
道
路
事
情
等
に
よ
り
コ

1
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

'七
}¥ 

す
。
ま
た
、
解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

。
参
加
費

。
募
集
人
員

二
万
六
千
円

四
十
名

O
懇
親
会
・
臨
地
調
査
研
究
の
お
申
し
込
み
は
、
内
訳
を
明
記
の
上
、
左
記

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座

O
一七

O
Ol
六
|

一二
四
四
六
六

加
入
者
名

第
六
十
二
回
商
業
学
会
全
国
大
会

な
お
、
本
号
に
綴
じ
込
み
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
便
利
で

す
。
申
し
込
み
締
切
は
十
月
九
日
(
金
)
と
し
ま
す
。
臨
地
調
査
研
究
は
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

一T
八
一
四

1
0
一
八

O

TEL福福
岡岡
大市
学城
人南
文区
学七
部限

定生
野 J
宏目
研一
究九
室 |

O
九
二

l
八
七

一

六
六

(内
線
三
六
O
八

首内葉
学
会
本
部

一T
五
五
八
|
八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
|
三
|

一一一一八



大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内

O
六
|
六
六

O
五
|
二
四

(村
田
正
博
研
究
室
)

※
出
張
懇
請
書
を
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
送
付
先
・
ご
氏
名
を
記

入
し
、
八
十
円
切
手
を
貼
付
の
上
、
学
会
本
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

O
宿
泊
案
内

今
回
は
学
会
か
ら
の
斡
旋
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
天
神
駅
周
辺
、
博
多
釈
周

辺
に
多
数
の
ホ
テ
ル
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
予
約
下
さ
い
。

O
会
場
案
内

西
鉄
天
神
駅
よ
り
九
州
国
立
博
物
館
ま
で
約
四
十
分

西
鉄
天
神
|
二
日
市
(乗
換
太
宰
府
行
は
一
時
間
に
四
本
)|
太
宰
府
駅

博
多
駅
よ
り
九
州
国
立
博
物
館
ま
で
約
五
十
分

博
多
駅
(
鹿
児
島
本
線
)
|

J
R
二
日
市

{徒
歩
約
十
分
}

e

西
鉄

日
市
駅
|
太
宰
府
駅

※
太
宰
府
駅
よ
り
九
州
国
立
博
物
館
ま
で
徒
歩
で
約
十
分
で
す
。
J

R
二
日
市
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
で
す
と
平
日
な
ら
十
五
分
ほ
ど
で
す

が
、
土
日
は
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
開
催
要
項

西鉄太宰附駅

から徒歩10分至
天
神

N

轡
ー七
;!L 



0現在編輯委員会は、次の十九名によって構成されています。(五十音順)

大j賓莫幸

白井伊津子

。蜂矢真郷

大島信生内田賢徳需主上野善彦

奥村和美

乾

宏佐野坂本信幸影山尚之

橋本雅之芳賀紀雄夫西鉄野昌弘

健

(。学会代表、 O編'1碕委員長)

0吉井山11崎健司毛利正守村田正博

井

手

至

毛
利
正
守

高
葉
集

部
葉
集
研
究
の
最
新
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
テ
キ
ス
ト
。

[
概
要
]

ω西
本
願
寺
本
を
は
じ
め
、
諸
写
本
、
刊
本
、
注
釈
書
類
を
参
照
し

て
本
文
を
定
め
、
適
宜
、
句
読
点
、
傍
訓
、
返
点
を
加
え
た
。

ω各
巻
の
目
録
お
よ
び
西
本
願
寺
本
巻

一
、
巻
二
十
の
奥
訟
を
掲
げ

た
。

川
本
文
の
主
要
な
校
異
を
頭
注
(
目
録
に
は
脚
注
)
に
示
し
た
。

川
新
旧
の
国
歌
大
観
番
号
を
頭
書
し
、
覚
、
永
版
本
の
丁
数
を
脚
注
に

示
し
た
。

同
歌
句
の
主
要
な
異
訓

(
参
考
訓
)
を
脚
注
に
掲
げ
た
。

同
長
歌
に
は
検
索
の
便
を
は
か
る
た
め
、
句
序
数
を
付
し
た
。

的
字
余
り
句
中
に
含
ま
れ
る
ア
行
音
お
よ
び
ヤ
行
の
ユ
の
音
が
直
前

の
音
と

一
体
化
す
る
部
分
を
判
官
す
で
示
し
た
。

制
傍
訓
な
ど
に
含
ま
れ
る
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
類
乙
類
の
別
お
よ

び
ア
行
の
エ
と
ヤ
行
の
エ
の
別
を
明
示
し
た
。

特
に
、
例
川
の
二
項
目
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
学
界
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
公
け
に
テ
キ
ス
ト
類
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
事
項
で
あ
り
、
本
書
の
特
色
を
な

す
条
項
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

最
新
刊
・

A
5
判
上
製
・
カ
バ
l
装・

5
4
6
頁
・
定
価
2
3
1
0
円

新
校
注

TEL 06(6771)1467 
内容見本進呈

干543-0002 大阪市天王寺区上汐5-3-8
FAX06(6771)1508 振替00970-8-15043-E~lJ)~自信事



編

輯

後

記

O
二
百
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
巻
頭
に
昨

年
の
全
国
大
会
に
お
け
る
毛
利
正
守
氏
の
講
演
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
尾
山
慎
氏
の
表
記
の
品
川
、

山
崎
一
附
之
氏
に
よ
る
大
島
信
生
氏
著
書
の
的
評
で

編
み
ま
し
た
。
全
国
大
会
開
催
要
項
が
た
い
へ
ん

遅
く
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
四
月

よ
り
学
会
代
表
が
芳
到
紀
雄
氏
か
ら
蜂
矢
兵
郷
氏

に
替
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
号
よ
り
心
細
く
も

私
が
編
輯
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

O
今
年
の
全
国
大
会
は
、
九
州
で
の
開
催
で
す
。
九

州
で
の
開
催
は
、
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
年
)

の
熊
本
女
子
大
学
・
人
士
口
市
人
土
口
市
教
育
委
員

会
と
の
共
催
で
行
わ
れ
て
以
来
、

三
十
三
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。
私
を
含
め
て
初
め
て
の
九
州
で
の

全
国
大
会
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
学
会
は
大
学
で
の
開

催
で
は
な
く
、
大
宰
府
万
葉
会
と
の
共
催
、
太
宰

府
市

・
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
形
で
の
開
催
は
昭

和
六
十
三
年
(一

九
八
八
年
)
の
長
野
県
高
速
問
で

の
大
会
を
思
い
出
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
に

よ
っ
て
、
道
真
公
の
御
心
に
か
な
う
大
会
に
な
る

よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。
何
し
ろ
門
前
で
す
か
ら
。

O
こ
の
夏
は
突
然
の
集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
誌
が
お
手
許
に
届
く
こ

ろ
に
は
衆
議
院
選
挙
も
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
天
も
人
も
落
ち
着
い
て
く
れ
る
と
よ
い

の
で
す
が
。

(

吉

井

俊

)

〈
〉
お
願
い
〈
〉

-

論
文
の
投
稿
、
舎
籍
・
論
文
の
御
答
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「
0
0

九
0
0
|
七
|
二
九
一
四
七
百
円
築
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
治
文
堂
出
版
内
商
業
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

一
、
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
、
市
内
装
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

て
分
口
町
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度

(た
だ
し
「
質
業
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

一
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部

(
コ
ピ

l
司
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
鉾
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
市
内
築
学
会
会
則

て

本

会

は
、
市
内
薬
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
球
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
剤
薬
研
究
者

・
愛
好
者
は
説
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「市内

楽
」
を
編
紛

-
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年

一
回
、
公
開
講
演
会
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
山
口
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
旦
二
番
一
三
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
諸
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
l

八
五
八
五
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
蛍
及
、
び
機
関
誌
の
編
輯
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
世
く
。



高

葉

第

二
百
五
号

平
成
二
十
二
二C
D
九)
年
八
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十

二

三
口
九
)
年
八
月
三
十
一
日
発
行

頒
価

一、

0
0
0円

送

料

六

O
円

踏
蹴
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
香
川
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電

話

実

(
六大口車)ニ四一=一

編
輯
発
行

寓
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